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１ 計画策定の目的及び背景 

ヒグマは、「行動範囲が広い」、「子連れの母グマを除き基本的に単独で行動する」、

「人目を避ける」などの生物学的特性をもち、エゾシカなどと比較して生息密度が低

いことから観察が容易ではなく、正確な個体数やその動向を把握することが極めて難

しい野生動物とされている。 

北海道に生息するヒグマの状況については、個体数管理のために平成元年度に春グ

マ駆除が廃止されて以来、個体数は近年増加傾向にあるとされ、銃器による捕獲圧を

緩めたことが一因と考えられる人への警戒心が希薄なヒグマが都市部に出現する事

例も増加するなど、ヒグマ対策については全道的な課題となっている。 

本市においても重大な人身被害は発生していないものの、記録に残る平成８年以降、

平成１８年、令和元年、令和５年の４回、市街地や市街地周辺にヒグマが侵入したと

ころである。 

平成８年から約１０年に１度市街地等に出没してきたところであるが、近年では４

年に１度と出没の間隔が短くなってきている。 

 これらのことから、市民の安全安心の確保を目的に、ヒグマ対応の考え方やとるべ

き行動を方針としてまとめ、ゾーニング管理についても併せてヒグマゾーニング計画

としてまとめる。 

 

２ 管理の目標 

 野生動物の生息状況や人間活動等を考慮し、ゾーニング管理による問題個体の発生

抑制と捕獲により、人身被害及び農業被害の発生を抑止する。 

 市街地周辺に頻出するヒグマの特徴としては人や車両を恐れない、農作物や廃棄物

等をあさるなど、いわゆる問題個体とされる行動がある。 

 このような問題個体は人の気配や車両の通行を気にせず市街地や市街地周辺を通

行したり居座ったりする危険性があることから、これら問題個体の防除及び排除を目

標とする。 

 

３ ゾーニング管理 

 ゾーニング管理とは、野生動物の生息状況や人間活動等を考慮し、人間と動物のす

み分けを目的に地域をゾーニングし、ゾーンに応じた管理をしていくことをいう。 

北海道が令和６年１２月に改定した「北海道ヒグマ管理計画（第２期）」及び令和７

年３月に示された北海道ヒグマゾーニング管理ガイドラインをもとに、本市において

もゾーニング管理するものとする。 

 ゾーニングの設定として、ヒグマが主に生息する「コア生息地」、人間活動を優先す

る「防除地域・排除地域」、それらの間で対応を調整する「緩衝地帯（いわゆるバッフ

ァーゾーン）」を設定し、それぞれの範囲や対応方針をまとめることで、効果的な対策

立案やスムーズな判断につなげるものとする。 

 各ゾーニングの種類は表１のとおりとする。 
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表１ ゾーニングの種類 

ゾーン 
市街地 

（排除地域） 

市街地周辺 

（防除地域） 

都市近郊林 

（緩衝地帯） 

森林 

（コア生息地） 

エリア 

概要 

市街地や集落内

の住居集合地域

等 

農業など人の活

動が盛んな地域 

森林と市街地や

市街地周辺の間

の地域（バッフ

ァーゾーン） 

健全な個体群の

維持を担保する

うえで重要な奥

山等の地域 

利用の 

状況 

日常的で高密度

な利用 

日常的な利用が

あるが、人の目

が届かない時

間・場所も多い 

ヒグマとの遭遇

を想定した利用 

ヒグマの存在を

前提とした限定

的な利用（登山

など） 

対応方針 
入らせない・入

ったら即対応 

寄せつけない・

被害を防除 

問題の未然防止 ヒグマの生息に

配慮 

捕獲方針 

緊急的な市街地

侵入対応による

捕獲 

被害防除や排除

地域侵入防止を

目的とした捕獲 

見回りを基本と

して問題個体は

捕獲 

問題個体以外の

捕獲は行わない 

防除等 
見回り等による

侵入経路の遮断 

見回りや誘因物

の撤去 

見回りや誘因物

の撤去 

良好な生息環境

の保全 

※各ゾーンにおける対応は原則であり、問題個体の特性や現場の状況に応じて柔軟に

対応するものとする。 

 

４ 市内におけるゾーンの設定と各ゾーンにおける計画の実施 

 本市においては南西部に広大な森林を有し、北側では札幌市清田区有明と、南側で

は恵庭市桜森の北海道大演習場と接している。 

 南西部の森林の北側からは、過去に小樽方面から札幌市有明を経由し、本市を横断

して江別市まで至ったことが確認されたヒグマがいたことがある。南側からは恵庭市

から北上して本市街に至るヒグマも想定される。過去に市街地まで姿を現したヒグマ

は、その目撃情報などによる動向から、この南西部の森林から羊ケ丘通及び国道３６

号を超えた個体がほとんど全てである。 

 ヒグマが西側から侵入してくるという本市と特性から、ゾーンの設定については、

羊ケ丘通又は国道３６号から東側全面を市街地ゾーンに設定し、西側の農地や工業団

地、霊園やゴルフ場などの人が集まる施設等を市街地周辺ゾーンに設定する。 

 各ゾーンについては、図１のとおりとする。 

 なお、各ゾーンにおける対応としてはゾーンの境界線にとらわれることなく、状況

に応じ柔軟に「面」で対応を考慮して対応する 
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（１）森林ゾーン 

  仁別及び三島の奥の札幌市、恵庭市との境界までの山林は、ある程度の日常的な

ヒグマの往来や生息が予測されることから、森林ゾーンに設定する。 

  ヒグマを誘引する原因となる廃棄物等の管理をするとともに、ヒグマが目撃され

た際は登山者などへの注意喚起を行う。 

人に積極的に危害を加えるなど、特に有害性が高い問題個体と判断されるヒグマ

については対応を検討する。 

（２）都市近郊林ゾーン 

  市街地ゾーン西側及び市街地周辺ゾーンの北側札幌市との境界付近の森林は、市

街地ゾーンへの侵入を防ぐ緩衝帯として都市近郊林ゾーンに設定する。 

  ヒグマを誘引する原因となる廃棄物等の管理をするとともに、草刈りや見回りな

ど、必要に応じてヒグマにとって居心地の悪い環境を作る対策を実施する。 

  人間を恐れず避けない、生ごみや廃棄物等につくなどの問題個体については必要

に応じて排除等の対応を検討する。 

（３）市街地周辺ゾーン 

  大規模商業施設を除く羊ケ丘通以西南の農地等及び大曲工業団地、事業所のほか、

ゴルフ場、北広島霊園、北広島市葬斉場等は、人が活動している地域で森林ゾーン

と接している市街地周辺ゾーンに設定する。 

  ヒグマを誘引する原因となる廃棄物等の管理を徹底するとともに、草刈りや見回

りなど、必要に応じてヒグマにとって居心地の悪い環境を作る対策を実施する。 

 人間を恐れず避けない、農作物に被害を与える、生ごみや廃棄物等につくなどの

問題個体については捕獲の対応を検討するほか、市街地への侵入防止を目的とした

捕獲も検討する。 

 なお、人が生活するエリアでのヒグマ対応は市街地ゾーンに準ずる。 

（４）市街地ゾーン 

  羊ケ丘通又は国道３６号以東については多くの人の生活圏であり、羊ケ丘通又は

国道３６号を越えた場合はさらに東側の市街地のどこかに侵入する可能性も高い

ことから、羊ケ丘通西側の商業施設を含めて市街地ゾーンに設定する。 

  多くの人が生活するエリアであり、人の安全を最優先し、ヒグマの侵入も定着も

許容しない。ヒグマは基本的に速やかに捕獲する。 

  ヒグマを誘引する原因となる廃棄物等の管理を徹底するとともに、ヒグマの侵入

を許した場合は即座に市民や関係団体に周知するとともに、関係団体との連携のも

と速やかに捕獲する。 
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図１ 市内ゾーニングマップ 
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森林ゾーン 



- 5 - 

 

５ 各ゾーンにおける計画の実施 

 表１のゾーニングの種類におけるゾーンごとの対応方針をもとに、廃棄物等や農作

物など、ヒグマの誘因の原因となり得るものの管理を徹底し、問題個体を発生させな

い取組を実施することで効果的な対策立案や早期の対応を実施するものとする。 

 問題個体の評価は、表２のヒグマの行動における問題レベルにおける行動形態をも

とに判断し、問題個体発生時においてはゾーン及び問題個体の行動形態に応じた対策

について北海道や近隣市町、関係機関と連携して実施する。 

ただし、問題個体の特性や現場の状況に応じて柔軟に対応するものとする。 

 

表２ ヒグマの行動における問題レベル 

 

６ 出没時の対応 

（１）通報があった場合の対応 

  ヒグマらしき生き物やその痕跡の通報があった場合の対応については、通報の目

撃内容を別紙ヒグマ通報聞取簿に基づき整理し、ヒグマ通報対応フローにより対応

し、表３のヒグマへの対応におけるヒグマの行動における問題レベルに応じた対応

を検討する。 

 

表３ ヒグマへの対応 

 

レベル 行動形態 
Ⅰ ・人間を恐れて避ける 

Ⅱ 
・人家付近、農地に頻繁に出没する  
・人間を見ても逃げない  
・人前にたびたび姿を見せる 

Ⅲ 
・農作物・家畜等を食害、破損した 
・生ごみ・廃棄物等につく  

Ⅳ 
・人身への攻撃、つきまとい等をした 
・生活への悪影響を及ぼす 

ゾーン 
レベル 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

市街地 
（排除地域） 

・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 
・防除対策 

・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 
・防除対策 

捕獲 
（駆除） 

捕獲 

（駆除） 

市街地周辺 
（防除地域） 

・防除対策 
・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 

・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 
・防除対策 

・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 
・防除対策 

捕獲 

（駆除） 

都市近郊林 
（緩衝地帯） 

・防除対策 
・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 

・防除対策 
・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 

・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 
・防除対策 

捕獲 

（駆除） 

森林 
（コア生息地） 

 ・防除対策 
・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 

・防除対策 
・捕獲（駆除） 
・追払い・見回り 

捕獲 

（駆除） 
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（２）目撃情報がヒグマであると確定しうる場合の対応 

  ドライブレコーダーなど映像があった、ヒグマの糞であったなど、目撃情報がヒ

グマであると確定しうる場合の対応は、次のとおりとする。 

 ア 周知の手段及び対象 

・市ホームページでの掲載及び市公式ＬＩＮＥ発信、報道機関へのプレスリリース 

・教育委員会や経済部、保健福祉部などの関係課における情報共有による関係課か

らの関係施設等への周知 

・ゴルフ場へのＦＡＸ 

・目撃場所付近の自治会、町内会長への電話やＦＡＸ等 

・北海道へのヒグマ出没状況調査表の電子報告及び近接自治体への報告 

・目撃場所付近への警告看板の設置 

・目撃場所付近でのスピーカー付き公用車での放送啓発 

・必要に応じて目撃場所付近の住宅や事務所等への啓発ビラの配布 

 イ 北海道警察及び猟友会によるパトロール 

   目撃場所付近や周辺の畑などを朝夕にパトロールするほか、消防署が所有する

ドローンの活用も検討する。 

 ウ 捕獲及び駆除 

   北海道の「ヒグマ捕獲許可取扱方針」及び「ヒグマ捕獲テキスト」に基づき箱

わなの設置を行う。 

設置場所の選定をし、捕獲用箱わな及び運搬車両の準備をする。箱わなを複数

個所に設置する場合は他自治体からの借用を検討する。 

   箱わなの設置は市が行い、餌の管理や見回り、錯誤捕獲時の対応等の運用は猟

友会との連携により行う。 

   捕獲した際は適切に止め刺しを行い、「捕獲個体の試料採取における留意事項」

に基づき試料を北海道に提出する。 
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ヒグマ通報対応フロー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Logoチャットで共有 

（環境衛生課と秘書課） 

 

☑市職員、猟友会、警察によるパトロール 
☑スピーカー付き公用車での放送啓発（スマートフォンに放送内容を録音し流す） 
「本日●時ころ、この付近でヒグマが目撃されました。十分に注意してください」 

☑住宅、事務所等への啓発ビラ撒き（時間、天候等による２次災害に注意） 
☑目撃が多い、国道３６号を超えて出没する、ごみなど人間社会の味を覚えた問題個体
の場合、箱わなによる捕獲検討（振興局に連絡、罠、車両の準備、運用を猟友会と協議） 
☑緊急銃猟実施の検討 

ヒグマ現認時 

通報があった 

通報者に聞き取り 

警察と広猟会に連絡 

糞・痕跡 ヒグマらしき動物 

糞・痕跡の写真を 

猟友会に確認 ヒグマ以外の糞・痕跡 

通報者に結果報告 ヒグマの糞 

確定 

痕跡無し 

通報者に結果報告 

緊急を要さない場合 

（糞やヒグマらしき動物） 

緊急を要する場合 

（ヒグマと確定しうる） 

痕跡有り 

●市役所待機班● 

・ＨＰ掲載（LINE・ヒグマップも） 

・下記へ連絡 

☑ヒグマ連絡網（logoチャット） 

☑秘書課・議会事務局 

☑厚別警察署 

☑ゴルフ場へＦＡＸ 

☑自治会・町内会長 

☑近接自治体・北海道（webで） 

☑プレスリリース 

現地確認 現地確認 

●現場対応班● 

・警告看板や持ち物の準備 

看板、かけや、結束バンド、油性マジックペン 

熊鈴、ヒグマスプレー 

・看板の設置（歩行者動線も考慮） 

・現地で猟友会、警察と合流し対応を協議 

・警察と協力してパトロール 
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ヒグマ通報聞取簿 
 

■通報日時    月   日（  ） 

 

■通報者 

 ・氏名 

 ・電話番号 

 ・住所（大体で） 

 ・年齢（大体で） 

 

■目撃状況 

 ・日時   月    日（  ） 

 ・場所（道路名、住所、目印になるものなど） 

  

 ・目撃したもの  

  ヒグマ本体／ヒグマのような動物／ヒグマの糞／足跡 

 ・目撃対象動物の大きさと色 

  体長      メートル、体高      メートルくらい（わかれば） 

  黒・こげ茶／明るい茶／その他（         ）／不明 

 

 ・目撃者から動物までの距離 

     メートルくらい 

 ・視認度 

  はっきり見えた／うっすら見えた／その他（         ） 

  見えてはいないが茂みが動いた／見えてはいないが唸り声を聞いた など 

 

 ・目撃時の状況 

  車／徒歩／自転車／その他 

 ・目撃時の進行方向 

  ○○道を○○方面に走行中 

 ・目撃対象動物の動き 

  （右手から左手に横切った／左手の藪の中にいた／追いかけてきた など） 

 

 ・目撃者と人数 

  通報者本人／別の人（家族など）  〇人 

 ・ヒグマだと思った理由 

 

別 紙 
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７ 緊急銃猟 

令和７年９月１日施行の改正「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律」において、人の日常生活圏にヒグマなどが出没した際、安全確保等の条件の下で、

市町村が委託等した者による銃猟を可能とする緊急銃猟制度が新たに設けられた。 

本市における緊急銃猟の実施については、環境省発行の緊急銃猟ガイドライン及び

「北広島市緊急銃猟マニュアル」に基づき、安全を第一に配慮して行う。 


